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★第１　卓話

★第２　クラブアッセンブリー

★第３　卓話

★第４　卓話

　　　　　　　　　　　

　　　　 　　　
　

　〔結婚祝)宮脇　茂さん　原　章夫さん　森　信興さん　劉　済昌さん

〔誕生祝)増崎進一さん　徳安　恂さん　杠葉輝明さん　渡邊修志さん

　　　　近森栄太郎さん

〔入会祝)河野圭一郎さん　近森栄太郎さん

　         第 1207回 例会記録　平成22年2月2日
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Nagasaki  West  Rotary   Club
長崎西ロータリークラブ週報

　　2月度スケジュール
1.真実かどうか

2.みんなに公平か

3.好意と友情を深めるか

4.みんなのためになるかどうか

四つのテスト

２月の結婚・誕生・入会祝い　
■点鐘
■四つのテスト唱和
■ロータリーソング「我らの生業」
■インターアクトの歌
■ご来訪者紹介並びに会長挨拶
■幹事報告
■今週のお祝い
■委員会報告
■親睦活動委員会・ニコニコ披露
■アッセンブリー・会員卓話
■点鐘

本日のプログラム

　

＄＄ロータリーレート(10/1より)＄＄　1ドル　90円

ご来訪ロータリアンの紹介 長崎ＲＣ    上田良樹さん

会長挨拶
会長　三宅敏彦

幹 事 報 告

　皆さん、こんにちは。本日は平成22年 2月 2日と言う事で、前会長なら今日は

　　　　　　　　　○○の日と調べられたと思いますが、学識がない私には何の日かわかりません。

　　　　　　　　　さて、私事ですが、先週1/27～1/30まで、全国の我々のグループの研修会の為、

鹿児島に行って参りました。なか日の29日に時間が空き、楽しみにしていた野球のキャンプはまだし

ておりませんでしたが、ちょうど全日本のサッカーが指宿でキャンプをしており、あまり興味のない

役員を強引に誘い行って来ました。ちょうどその日は、全日本の大学で上位の実力があると言う鹿屋

体育大学サッカー部と練習試合をしており、行動しないとこういうラッキーな事には出会わないと思い

ました。国見高校出身の平山選手、大久保選手、徳永選手が出場しており、30分ハーフを3本見てきま

した。私は現場に行ってそういう試合を見ると反射的に声を出してしまいます。パラパラといた人達が

振り返り、一緒に行った仲間から「声を抑えて」と注意を受けてしまいました。

　鹿児島まではＪＲで4時間かかりました。やはり来年の3月新幹線が開通すると言う事で、鹿児島の

駅周辺、街中は活気づいておりました。是非長崎もそういう事になるようにお願いしたいと思います。

今日の卓話は、龍馬のお話をして頂けると言う事で楽しみにしております。よろしくお願い致します。

　【入会祝】
近森栄太郎さん

　【誕生祝】
増崎進一さん

今週のお祝い

委員会報告 出席(平山委員長)出席率報告

11月の出席率74.5％12クラブ中11位。先月の87.3%より急降下

です。1人1.7%の出席率アップの為メーキャップをお願いします。

2009-2010 年度目標　  　    1,800,000 円
2/2 累計　　 　        　　  　895,778 円　
ニコ Box 累計(11 月 8,701 円)　 32,281 円

三宅敏彦さん　2/1花月の節分、おばけ会に髙橋市郎先輩と参加、長崎検番の「おばけ」や美人芸妓さん

のかくし芸で楽しい夜でした。

馬場政徳さん 嶽本さん、最優秀賞おめでとうございます。爆発的に売れる事を心から祈っております。

勝野博文さん 北口さん、ビタミン拝見しました。大変勉強になりました。目標に向かって頑張って下さい！！

増崎進一さん 昨日2月1日で48歳となりました。寅年です。よろしくお願いします。

 
ニコニコ袋

例会変更　東長崎ＲＣ2/9(火)⇒ 2/8(月)「8日会」並　反省会の為18時 30分～市むら

　長崎北東ＲＣ　2/24(水)ランタン例会の為　18時 45分～ロイヤルチェスターＨ

ＩＭの件　2/11ホテルニュー長崎で開催。名札は会場に準備しております。
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「龍馬の長崎」の著者としてお招きを頂き光栄に存じます。お陰様でこの本は、
好文堂書店2009年の年間ベストセラー第2位にランクされました。これも全てＮＨ
Ｋ大河ドラマ「龍馬伝」のおかげ、もしかしたら福山雅治さんのおかげではない
かと感謝しております。それはさておき、本日このように伝統ある長崎西クラブ
で卓話が出来ます事は、歯科医である田中先生のお陰です。けして紹介して頂い
たからゴマをすっているわけではありません。田中先生がいなければこのような
社会活動はできません。ついでに申し上げれば白内障を劇的に治してくれた眼科

の先生、それに私の主治医である糖尿病の先生のおかげで、後期高齢になっても元気で生きておら
れます。医学の進歩に感謝している今日この頃であります。さて、大河ドラマがいよいよ始まりま
した。視聴率は高知や長崎だけでなく、全国的に高い数字を示し、滑り出しは好調のようです。
撮影の方も最新鋭カメラを6台ほど使って意欲的な映像を作り出しており、この分では全国的な話題を
集めるのではないかと期待しています。何より福山さんの存在感が際立っていますね。岩崎弥太郎役
の香川照之さんの演技も面白いですが、福山さんは主役の貫録そのままに、何かオーラを発してい
る感じさえ受けます、という女性ファンの感想を耳にしました。ただドラマの展開から言いますと、
のっけから作り話で始まってしまった感じです。というのは、龍馬が江戸へ剣術修行へ行く前、
岩崎弥太郎との接点はありません。年齢は1つしか違わないのですが、幼馴染ではありません。
司馬遼太郎の「竜馬がゆく」では、龍馬が江戸へ行く途中に土佐井ノ口村の牢屋に捕まっていた岩崎
親子を見舞った事になっているのですが、これもフィクションのようです。このようにこれからの
物語の展開はドラマチックになっていくと思います。心配なのはドラマが独り歩きして史実が置き
去りにされてしまう事です。大河ドラマは面白くなければ視聴率は稼げませんし、人々を感動させ
る事は出来ません。まして経済効果は期待できません。面白い事を第一に考えて多少の事には目を
つむりたいと思います。しかし、地元の人間としては、史実は史実として理解した上でドラマを楽しむ
必要があるのではないでしょうか。そのためには是非「龍馬の長崎」を読んで頂きたいと思います。
　それはともかく、坂本龍馬はなぜこんなに日本人に人気が高いのでしょう。彼の足跡をたどると、
時代を変革するには徳川幕府を倒すしかない、それも武力に頼らない方法として薩長同盟の仲立ち
をし、大政奉還に結び付けた。新しい時代を予見して船中八策を考えた事など、行動力は際立って
います。長崎では日本で初めての株式会社といわれる亀山社中を作りました。ワイル・ウエフ号事件や
いろは丸事件、イカルス号事件などにも巻き込まれ、実に波乱万丈の人生でした。そして三十三歳
の若さで暗殺されてしまうのです。時代のヒーローらしい最後でした。龍馬の魅力は何か。何より
志の高さ、軽挙妄動しない行動力、人を動かすだけの人間的魅力が備わって
いたということでしょう。龍馬は元治元年二月、勝海舟に同行して初めて
長崎に来た事になっています。その道のりは、豊後佐賀の関に上陸して、
阿蘇山麓を越えて熊本経由で島原に渡り、愛野で一泊して諫早を通って
長崎入りしています。帰りもほぼその道のりというのが定説です。
　長崎では「長崎はわしの希望じゃ」という言葉が有名ですが、これは司馬
遼太郎が龍馬に語らせたフィクションです。このように大河ドラマでも
数々の作り話がこれから展開されます。五月から長崎でのロケが始まり、
七月ごろから長崎が舞台になるようです。長崎は当時から日本の中でも最も
魅力的な都市でした。ドラマでどのように描かれるか楽しみにしたいと思
います。「龍馬伝」が話題となって篤姫ブームのように全国から観光客が
どっと本県に訪れますように願ってやみません。この深刻な不況下、龍馬に
頼るしか道がありません。皆さんと一緒に龍馬を応援して行きましょう。
ご清聴ありがとうございました。

卓話 「龍馬の長崎」著者　本田貞勝さん


